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尿尿の二硫化炭素処理による姻虫感染予防

の野外実験（1）ー農村に於ける場合

友松 新五
群馬大学医学部小児科学教室（主任松村龍雄教授）

（昭和 33年 2月26日受領）

特別掲載

緒言

蜘虫の感染予防は困難な問題であって，従来，改良便

所によるもの（岡田； 1932；埼玉県， 1934；大橋； 1935；松

崎， 1953.小林， 1953），尿尿の分離処瑳によるもの（児玉，

1952；児玉ら， 1953），堆肥によるもの（水島ら， 1949.

1952），尿尿の温熱処理によるもの （三浦，1952；三浦ら

1954）などが研究されている。私どもの教室では，昭和

23年頃から，展尿の薬剤処理による畑虫感染予防につい

て研究し，実用性の最も高い殺卵剤として，二硫化炭素

を得た（松村ら， 1950～1954；大沢， 1955）。

よって，日目和27年 9月から昭和 29年 4月まで，一農

村に於て，尿尿の二硫化炭素処理による蜘虫感染予防の

野外実験を行って，かなりによい成績を牧めたので，こ

斗に報告する。

予備実験

1) 実験目的：教室の大沢（1955）の行った室内実験に

より，爆蒸剤系統の薬剤が，コップ内の廃尿中で強力な

殺卵力を示すことがわかったので，まず，これらの中で

優れた殺卵力を示した臭化メチル，臭化エチル，沃イ七メ

チル，沃化エチル，二硫化炭素について，野外の実験肥

j留の中で予備実験を行った。

2) 実験方法：農家で実際に用いている肥溜に模し

て，深さはそのま Lに（80cm），縦横を小さく（30cm

×30cm）区画した，コンクリート製の実験肥j留を作り，

これに姻虫卵保有者の多い家庭の尿尿を汲み入れた後，

0.05 %及び 0.025~Gの割合に薬剤を投入し，捜持して放
置した。一般に殺卵剤は温度の低い時は効力が落ちるの

で，この実験も， 最も寒い季節である 11月から 3月に

SHINGO TO恥10MAτちU: Field work of preven-
tion of ascaris infection by mixing night soil with 
carbon disulfide. (1) Field work in rural districts 
(Department of Pediatrics, School of Medicine, 
Gumma University, Maebashi) 

かけて行った。また，二硫化炭素処理尿尿の薬害及び肥

効について，群馬県農事試験場に於て実験した。

3) 実験成績：前述の薬剤は，実験肥j留において，室

内実験を凌ぐ殺卵力を示した。中でも二硫化炭素は特に

好成績を示し，肥j留の底の温度が 5°C前後という低温

にもか Lわらず， 0.05%の濃度ならば， 1週間で 90%

2週間で 100Mという強力な殺卵力を示した（第1表）。

第 1表 強力な殺卵剤の殺卵力（実験肥溜中）

昭和 26年 11月一一昭和 27年 3月

肥溜底温度 5°C±0.3°C 

死滅率（f6)
薬剤名 濃度（財）

7日 14日

0.025 20 40 
二硫化炭素

0.05 90 100 

0.025 
臭化メチル

0.05 90 90 

0.025 
沃化メチYレ

0.05 60 70 

0.025 20 40 
臭化エチJレ

0.05 50 100 

0.025 60 60 
沃化エチ1レ

0.05 70 80 

対照 10 10 

叉，農事試験場に於ける成簡では，白菜及び小麦の成

育及び牧穫に対して，二硫化炭素処理展尿は無処理尿尿

に比べて少しの遜色もなかった（第2表）。

実験対象及び実験方法

1) 実験対象及び実験期間：第 1年度は，群馬県勢多

郡富士見村の石井部落（13戸， 66人）を二硫化炭－素処理
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第2表二硫化炭素処理尿尿の作物の発育に

及ぼす影響

白 菜 麦

草丈本数葉生重量体 梓重子重実 穂数

処理原尿栽培 cm 本 g3 
9.6 5.6 20. 5.~ 6.1 9本.5 

無処理尿尿栽培
C立1 本 g 3.~ 4.~ 9本.5 9.9 5.5 22.0 

地区として選び，初室部落（16戸， 70人）を無処理対照

地区として，昭和27年 9月から，昭和28年 3月まで実

験した。

第 2年度は，前年から実施している石井部落を含めて

4部落（131戸， 841人）を処理地区として，昭和28年

7月から昭和29年 4月まで実験した。 これらの住民の

中，全期間を通じて検便し得た 469人を観察対象とし

7こ。

2〕 実験方法：まず，全地区の姻虫卵保有者に駆虫を

行って，住民の蜘虫寄生率の低下をはかった。次いで，

廃尿は必ず二硫化炭素処理を行ってから施肥せしめた。

かくて， 5カ月及び8カ月を経過した後に，再び検使し，

その期間に於ける姻虫卵保有者率の増加について，処理

地区と無処理対照地区とを比較し，廃尿の二硫化炭素処

理の蜘虫感染予防に対する実際的効果を知らんとした。

以下，実験方法につき詳細に述べる。

（イ） 尿尿の二硫化炭素処理法：本法は屋外の肥溜の

展尿に，二硫化炭素をその 0.05~bの割合に混じて充分

に撹搾し， 2週間放置して，その中の蜘虫卵を殺減した

後に，その展尿を肥料として用いる方法である。その詳

細については第3篇に述べる。

（ロ） 糞便内畑虫卵検査法：糞便検査は，直接塗抹法

によった。すなわち，糞便の数カ所から材料を少量づ・斗

取り， 18mm×18mmのカパーグラスをかけ， 3枚分を

調ベナこ。検便成績，すなわち，蜘虫卵陽性度の表し方は

厚生省寄生虫検査指針専門委員会案によった。すなわち

カバーグラス 3枚分を調べ，その平均値として，蜘虫卵

が全視野に 1～10伺の時は（＋）， 11～100個の時は（件）

100個以上の時は（州）とした。 3枚全部に卵を見出せな

かったものを， （ー）とした。

（ハ） 駆虫方法：第1回検使の時の姻虫卵保有者に対

して，集団駆虫を行った。投薬は，農耕に支障を来さな

いように 1回限りとし，叉，効果が確実であるように，

( 84 ) 
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普通量の倍量を用いた。まず，午前5時，駆虫剤服用， 2

時間後に下剤服用，更に 1時間後に朝食をとらせた。こ

の際，確実に服用させるために，公会堂，或は，部落長

の家に集合させ，街生係及び保健婦の協力の下に，その

場で服薬させた。駆虫剤は，第1年度には，アスキス球

( 1球中，アスカリドール， 0.15g含有），或は，マクニ

ンS錠（ 5錠当り，局方サントニン 0.05g，精製海人草

0.3 gを含む）を用いた。用量は， 成人には，アスキス

球 6球，或はマグニンS錠 10錠として，年齢に応じて，

適宜減量した。第2年度には，団体用マグニンS錠（ 3 

錠中，局方サントニン 0.05g，精製海人草0.05gを含

む）を用いた。用量は，成人には6錠とし，他は年齢に

応じて減量した。

（ニ） 肥溜中の姻虫卵死滅状況検査法：二硫化炭素処

理による殺卵効果をみるために，二硫化炭素投入直前と

投入2週間後に，肥溜の下層部から毘尿を採取し，培益

法によって，その中の畑虫卵の死滅状況を調べた。

下屑卵採取用器具：注射器に似た構造の器具を用いて

下層卵を採取した。すなわち，プリキ製のポンプを作

り，外殻と内筒とに，別々に，約 2mの木製の柄をつけ

て，内筒をひきあげることによって，外殻底部の孔から

毘尿を吸いあげ子こ。

畑虫卵の生死鑑別：沈搬法により集卵しずこ沈澄につい

て，培養法を行ったD すなわち，採取した尿尿は，約

300 ccのコヅプにとって放置し，上清をすて，更に水道

水を満す。このようにして，数回洗浄した後，ガーゼで

組大な爽雑物を除き，積液の上清をすて，沈澄を小型、ン

ャーレに入れ， 2がホルマリン水を，深さ約 0.5cmに

加え， 27°C卿卵器に入れて， 3週間培養し，最後に，

その卵を鏡検して，不発育卵を以て死滅卵と見なし，

100個の卵の中の，単細胞期卵の数をJ::）、て死滅率とし

Tこ。

実験成績

1) 畑虫卵保有者率の推移及び陽転率からみた尿尿の

二硫イ七百訴処理法の効果

（イ） 実験前，駆虫前の畑虫卵保有者率：第1年度の

実験前，駆虫前（に於ける蜘虫卵保有者三容は，石井地区 75

~b，初室地区 81 %であって， かなりの高率を示してい

た（第3表）。

第 2年度の対象469人に対する実験前，駆虫前の虫回虫

卵保有者率は 70%を示した（第4表）。これを部落別に

みると，石井33%，高松83~6'，漆窪75%，引回 76 ~t5 
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であった。すなわち，前年度から，引続き毘尿の二研t化
炭素処理を実施していた石井地区で、特に低く，今年度か

ら新たに処理を始めんとしていた他の地区では，かなり

に高かった。

第3表 尿尿の二硫化炭素処理の姻虫卵保有者率及

ぴ陽転率に及ぼす影響（第 1年度，昭和 27年

9月一昭和 28年 3月）

実験前
実カ験月後5 

駆前虫 後駆虫

50人 6人 16人

処理地区 保有者率 守も% 9% 24ヌザ

66人 陰性者数 16人 60人 50人

陽転率 17% 

57人 0人 33人

無処理地区 保有者率 81;16' 0% 釘%

70人 陰性者数 13人 70人 37人

陽転率 43% 

陽転率 χ2=12.21 P<0.01 

（ロ） 実験前，駆虫後の蜘虫卵保有者率：第1年度に

於ける，実験前，駆虫後の畑虫卵保有者率は，石井9Jb 

初室0%であった（第 3表）。また，第2年度に於ては，

25%であった（第4表）。

第4表 尿尿の二硫化炭素処理の姻虫卵保有者率及

び陽転率に及ぼす影響（第2年度，昭和 28年7

月一昭和 29年 4月）

実験前
実験月 5 実験月8 

駆虫前駆虫後
カ後カ後

畑虫卵保有者数 330人 117人 226人 291人

保有者率 70% 25% 48% 62J6' 
陰性者数 139人 352人 243人 178人

陽転率 31タ6 49% 

（実験対象 469人）

（ハ） 実験5カ月後の蜘虫卵保有者率及び陽転率：第

1年度に於て，対照の無処理地区では，保有岩率は， 0 

Mから 47%へと著明な増加を示した。 これに対して，

処理地区では， 9,96'から 24.96'へと，俺かに 15%の増加

を認めたにすぎなかった。まずこ，対照地区では，陽転率

・が43%で、あったのに対して，処理地区では 17%に止り

統計学的に有意の差を示した（第3表）。

第 2年度には，対照無処理地区は設けなかったが，処

理地区では，保有者率は， 25タぎから 48%へと， 23%の
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増加に止っていた。 また， この聞の陽転率は31.96であ

った（第4表）。

また，感染程度の推移をみると， （＋）の者が，姻虫卵

保有者全体の， 96.96'から 94%へと，僅かに減少し，こ

れに反して，（＋＋）の岩が 406'から 5.96へと，また，（掛）

第5表尿尿の二硫化炭素処理による姻虫感染度の

推移（第2年度，昭和28年 7月一昭和 29年 4月）

実験前
実験5 実験8

月後カ月後駆虫前駆虫後

実数 200人 112人 213人 268人
（＋） 

保有者全
員に対す 61,96' 96% 94% 92% 

感 る割合

実数 102人 5人 11人 21人
（朴）

染 保有者全
員に対す 31% 4% 5% 7% 
る割合

度 実数 28人 O人 2人 2人
（掛）

保有者全
員に対す 8% 0.96 l.96' 1% 
る割合

計 330人 117人 226人 291人

の者が0%から 1%へと，僅かに増加したにすぎなかっ

た（第5表）。このように，尿尿の二硫イb炭素処理が，畑

虫感染を明かに抑えていたことがわかる。

（ニ） 実験8カ月後の畑虫卵保有者率及び畑虫卵陽転

率：第2年度に於ては， 8カ月後まで，虫回虫卵保有者率

の推移及び

後のイ呆有者率は， 253ぎから 62%へと， 37.96'の増加を示

した。また，この聞の陽転率は 49%であった（第4表）。

また，感染程度の推移をみると，（＋）の者が，蜘虫卵

保有者全体の 96%から 92%へと僅かに減少し，これに

反して，（＋＋）の者が 4%から 7%へと，また，（制）の

者が 0%から 1%へと，陀かに増加したにすぎなかった

（第5表）。このように， 8カ月間の観察でも， 5カ月間

と同じように，毘尿の二硫化炭素処理が，虫回虫感染を明

らかに抑えていることがわかった。

2) 肥溜内の蜘虫卵死滅率からみた毘尿の二硫化炭素

処理法の効果

（イ） 肥溜内の蜘虫卵死滅率：第1年度には廃尿の二

硫化炭素処理を 9月10日， 10月22日， 12月3日の 3固

にわたって実施した。その際，同一肥溜について，その

中の阻虫卵の死滅状況を経過を追って観察した （第 6

( 85 ) 
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第 8表二硫化炭素処理による肥溜内の姻虫卵

死滅率の推移（第 2年度，昭和 28年 8月～

昭和 28年 12月）
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第 6表 同ーの肥溜について経過を追って調べた

二硫化炭素処理前に於ける姻虫卵死滅状況

（第 1年度）

処理14日後

8.6 

処理前

9.23 

11.19 

て， 97~~ (95～100 タ~ ） ， 11月には， 41同の肥溜につい

て， 95%(93～97%), 12月には， 3伺の肥溜について，

91 % (85～99 ~b）であった。

考按

前記の実験成績から，尿尿の二硫化炭素処理の阻虫感

染予防に対する効果を検討してみよう。まず，予防効果

を，畑虫卵保有者率の推移及び醐虫卵陽転率から観察し

よう。実験5カ月間の保有者率の増加は，処理地区に於

ては，第 1 年度には 1~ %，第 2年度には 23,9~であって，

同期間の対照無処理地区の保有者率の増加が47%であ

ったのに比べて，はるかに少なかった。さらに，この期

間の陽転率は， 処理地区では， 第 1年度175'6，第2年

度 31.96'であって，対照地区の 43.96'に比べて，やはり少

なかった。また，実験8カ月後の保有者率の増加は，処

理地区に於ては，第2年度に於て， 37%に止っていて，

第 1年度の対照無処理地区の 5カ月間の増加47%に比

べても，さらにほかった。また，この期間の陽転率も 49

%に止った。

感染程度の推移をみても，実験8カ月後に於て，（＋）

の者が，蜘虫卵保有者全体の， 995'0'から 92,96へと，僅

かに減少し，これに反して，（＋＋）の者が， 4%から 7,96 

へと，また， （制）の者が， 0 .9bfJミら 1.96'へと，僅かに増
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表）。それによると，第1回処理の直前の肥溜内姻虫卵

の死滅率は， 8個の肥j留について， 75% (51～99 ;'b）で

あった。第2回処理直前の死滅率は，検査できた 7個の

肥潤について， 93;!b (74～100%）で、あった。更に，第3

回処理直前の死滅率は，検査できた 4何の肥溜について

みると， 98%のものが 11阿で，他は皆100%の死滅率を

示していた。このように， 2回， 3固と処理を宜ねるに

つれて，肥溜内の畑虫卵の死滅率が高まるばかりでなく

その数も著しく減少して，姻虫卵の生死の鑑別を行い得

ぬ場合が多くなった。

（ロ） 処理後の姻虫卵死滅率：第1年度の 9月10日

第7表二硫化炭素処理による肥溜内の

虫回虫卵死滅率の推移（第 1年度，

昭和 27年 9月10日）

に調べた処理後の蜘虫卵死滅率は， 81回の肥溜について

1週間後にすでに， 2個（ともに 98%）を除き，他は全

部 100.96'の死滅率を示した（第7表）。第2年度には，処

理 2週間後の成績を， 8月， 9月， 11月， 12月に調べ

た（第8表）。それによると， 8月には， 7個の肥溜につ

いて， 99.96 (97～100 ,96), 9月には， 5個の肥部につい
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加したにすぎなかった。

以上の，蜘虫卵保有者率の推移，蜘虫卵陽転率及び感

柴程度の推移からみて，尿尿の二硫化炭素処理が，阻虫

感染を明らかに抑えていることがわかる。

つぎに，肥溜内自国虫卵の死滅率から，予防効果を観察

してみよう 。まず，第1年度に於て， 3回行った，二硫

化炭素処理直前の肥溜中の姻虫卵死滅率を，同一肥溜に

ついて，経過を追って観察した成績によると，処理回数

を重ねるにつれて，肥溜中の蜘虫卵数が減少して，検査

が困難となり，第2回処理の際は， 81同のr¥111同が，ま

た，第3回処理の際は， 8f阿の中 41同が検査不能となっ

た。これは，駆虫効果のみならず，再感染防止による影

響と考えられ，二硫化炭素処理が畑虫感染予防に有効で

あった，一つの証拠とも思われる。

つぎに，二硫化炭素処理後の蜘虫卵死滅率についてみ

ると，処理2週間後の死滅率は， 90～100%であって，

二硫化炭素処理により，蜘虫卵死滅率が著しく高まった

ことがわかる。この際，蜘虫卵殺卵作用が，夏に強く，

冬に弱くて，季節差のあることが注円せられるのすなわ

ち，夏には，第1年度の 9月10日の成績では， 8伺の肥

溜のうちで6個までが， 7日後に 100:lbの死滅率を示し

ており，第2年度の 8月5日及び 6口の成績でも， 2週

間後には， 7個の肥溜のうち 31同が 100Mの死滅率を示

し，その他が 97%以上の死滅率を示していた。しかも，

処理後の死滅率は，処理前の死滅率とは無関係で，処理

前後の死滅率を比較すると， 17%→99 %, 19 %→100,96' 

のように，大幅に死滅率の高まっているのもあった。要

するに，気温の高い季節には，処理後の死滅率は，処理

前の死滅率とは無関係に， 95～100 %の死滅率を示した

のである。

まずこ，冬には，第2年度の 11月19日及び 12月23円

の成績では，処理後の死滅率は， 7個の肥溜のうち 61同

は， 90～99:J6'の範閤にあり， 例外的に 1個のみが85.9b 

の死滅率に止まった。すなわち，気温の低い季節にも，

大部分の肥溜は， 90%以上の死滅率を示したが，気温の

高い季節よりは，死滅率が｛尽かった。

以上述べた四つの事実，すなわち，畑虫卵保有者率の

増加及び姻虫卵陽転率を明らかに抑えた点，阻虫感染程

度の高まるのを抑えた点，肥溜中の畑虫卵数が減少して

きた点，さらに，肥潟中の姻虫卵死滅率が，処理後に著

しく高まって，ほとんど 100%を示した点から，民尿の

二硫化炭素処理が，蜘虫感染予防に対して，明らかに有

効であることがわかる。
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さて，尿尿の二硫化炭素処理により，蜘虫感染を明ら

かに抑え得るのであるが，なお，多少の感染が認められ

た。つぎに，その原因について考察してみよう。まず，

尿尿の二硫化炭素処理法実施中に起る感染の原因として

次の五つのことが考えられる。（1）処理しなかった基肥

巾の姻虫卵が野菜に附着したための感染， (2 処理尿尿

中に生き残った畑虫卵が野菜に附着したための感染，

(3）実験前から畑に撒かれていた姻虫卵による感染，

(4）風墜による感染，（5）注意を守らないで，他家の，

蜘虫卵により汚染されているおそれのある生野菜や漬菜

を食べたための感染，

1) 処理しなかった基肥中の姻虫卵が野菜に附着した

ための感染，

さて，秋野菜による蜘虫感染を防ぐためには，秋野菜

に施肥する展尿を，最初から最後まで，基肥から追肥ま

で，完全に殺卵しておかねばならない。この実験を実泊

した富士見村で、は，秋野菜は， 8月中旬から下旬にかけ

て，基肥を施してまきつけ，ついで， 9月中旬から下旬

に，第1回の追肥を施している。第 1年度には，最初の

尿尿処理が9月10日に行われて， まきつけの際の基肥

には間に合わなかったから，処理しなかった基肥による

感染が考えられる。第 2年度には， 8月初旬に尿尿処理

を開始したので，これによる感染は考えられなし、。

2) 処理尿尿rpに生き残った畑虫卵が野菜に附着した

ための感染，

前記の成積にみられたように，尿尿中の阻虫卵は，二

硫化炭素により，大部分は殺滅されるのであるが，なお

数%の生存卵がみられる。一般に，二硫化炭素の肥溜中

における殺卵力は，作Jtl温度により，かなりに影響され

るようで，気温の高い，夏tとJは，殺卵力が高まるが，気

温の低い，冬には，殺卵力が衰える。処理尿尿中に生き

残った畑虫卵による感染が，気温の低い季節には，一応

問題となろう。しかし，実験を継続していくと，肥溜中

の蜘虫卵は，著しく減少するから，その中の僅かな生存

卵が，どの程度の実際問題となり得るかは検討の余地が

あろう。また，冬には，畑虫卵が発育し難く，従って，

感染の起りにくい季節であることからも，この原因によ

る感染の少いことが推察される。ともあれ，侭温時に殺

卵力が低下することに対して，その対策として，作用濃

度を高めることを考え，現在では， 1, 500分の 1の割合

で投入するように指導している。

3) 実験前から畑に撒かれていた姻虫卵による感染，

及び4）風塵による感染
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これらによる感染も考えられ，一部の学者により強調

されているが（松林， 1951,1954），畑虫感染の実際上，漬

菜などの生野菜による経路に比べて，どの程度の重大な

意義を有するかは，なお，検討されねばなるまい。前記

の成績では，感染が一部に限られていたことからみて，

これらによる感染は，実際には，余り多くないのではな

いかと想像される。また，これらによる感染も，尿尿の

二硫イ切さ棄処理が，広い地域に，長い期間にわたって行

われるようになれば，完全に防止し得るであろう。

5) 注意を守らないで，他家の，蜘虫卵により汚染さ

れているおそれのある生野菜を食べたための感染

一般に， この地方の農村では，来客に，「お茶うけ」

と称して，漬物を出す風習がある。また，来客に出す食

事にも，必ず，漬物を添える。このように，漬物の形で

生野菜を食べる機会が，きわめて多い。

この実験に、おいて，姻虫卵保有者率の増加及び陽転率

が，予期されたよりも多かったことは，この風習と関連

があるのではなし、かと想像される。

そこで，処理地区内の石井部落について，他家の，姻

虫卵で汚染されているおそれのある生野菜を食べた群と

か斗る野菜を全く食べなかった群とに分けて，各々の，

姐虫卵保有者率の増加及び陽転率を比較した（第9表）。

第9表処理地区に於て，他家の，掘虫卵による汚

染のおそれある生野菜を食べた群と食べなか

った群との姻虫卵保有者率及び陽転率の比較

t第2年度，昭和 28年 7月一昭和 29年 1月）

実験前
実験 5
カ月後

駆虫前駆虫後

8人 10人

食べなかっ 保有者率 35;;'6 14.96 18;;'b 

？と群 57人 陰性者数 37人 49人 47人

陽転率 4.9b 
2人 14.Ji、

食べた 保有者率 23,% 10,% 67,% 

21 陰性者数日人 19｝に 7人

陽転率 63.90 

陽転率 χ2=54.49 P<0.01 

その結果，食べなかった群では，保有者率の増加及び

陽転率法，実験5カ月の聞に，僅かに 4J.6に止まって

おり，食べた群で、は，保有者率の増加は 57.%，陽転率は

63%であって，著しく多かった。これらの数字は，無

処理地区の場合と，ほとんど変っていなし、。

〔寄生虫学雑誌、・第 7巻・第 4号

以上の事実から，処理地区において，予期されたより

は感染が多かった原因は，一部の人が，他家の，虫回虫卵

による汚染のおそれある生野菜を食べたためで‘あること

がわかった。また，処理済みの尿尿で栽培した野菜だけ

を食べているかたわら，他家の，姻虫卵で汚染されてし

るおそれのある生野菜を食べなければ，蜘虫卵保有者率

の増加及び陽転率は，侍かに 4J.6程度に抑えられること

がわかった。したがって，本法の実施に当つては，他家

の，姻虫卵による汚染のおそれのある生野菜や漬物を食

べないように，厳重に注意することが大切である。

以上の成績からみて，尿尿の二硫化炭素処理法は，細

い点では，なお，改良の余地があろうが，尿民を肥料と

して用いている農村地方における畑虫感染予防法として

一つの優れた方法であると忌う。

総括及び結論

1) 群馬県下のー農村に於て， 開和27年 9月から昭

和 29年 4月まで， 展尿の二硫化炭素処理を行い， その

自国虫感染に対する予防効果を調べた。

2) 二硫化炭素処理後に於ける肥泊中の畑虫卵死滅率

は，第1年度には， 9月に平均99.9bであり，第2年度

には， 8月に 99.96', 9月に 97Jb, 11月に 95%, 12月

に91.96'で、あった。すなわち， 二硫化炭素は，寒冷の季

節には，その効果がや斗劣るとはいえ，肥溜中の畑虫卵

を，かなりによく殺していた口

3) 5カ月の実験期間中における畑虫卵保有者率の増

加は，第1年度には 15.96'， 第2年度には 25.%であっ

た。これらは，第1年度の対照地区の，ほど同期間の増

加が， 47.%であったのに比べて， 明かに少なかった。

また， 5カ月間の実験期間中における陽転率は，第1年

度 17.96'，第2年度31，%であって，これらも，対照地区

の陽転率43.%~；こ比べて， 明かに少なかった。 これらの

成績から，尿尿の二硫化炭素処理が，虫困虫感染を著しく

抑え得たといえよう 。

4) 処理地区の中で，他家の，自国虫卵による汚染のお

それある生野菜を食べた群と，か Lる野菜を全く食べな

かった群とに分けて，実験5カ月間の姻虫保有者率の増

加及び陽転率を比較したところ，食べた群では，保有者

率の増加は 57.%，陽転率は 63%であって，無処理地区

の増加と，ほとんど変らなかった。この事実から，処理

地区に於て，期待よりは感染が多かった原因は，一部の

人が，他家の，自国虫卵による汚染のおそれある生野菜を

食べたためであることがわかった。また，処理済みの展
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尿で、栽培した野菜を食べていて，他家の，姻虫卵で汚染

されているおそれのある生野菜を食べなければ，蜘虫感

染lま，はなはだ少ないことがわかった。

5) 廃尿の二硫化炭素処理法は，自らの尿尿を肥料と

して用いて，野菜を自給自足している農村に於て，蜘虫

感染予防の一つの優れた方法で、ある。たどし，他家の，

姻虫卵による汚染のおそれある生野菜を食べるための感

染が少くないので，本法の実施に際しては，この点につ

いて，充分に啓蒙せねばならない。

終りに臨み，松村教授の御指導を深謝し，協力された

寺尾助手，富士見村当局者に感謝する。なお，本論文の

要旨は，第23回日本寄生虫学会（昭和 29年 4月）及び，

第 57回日本小児科学会総会 （昭和 29年 5月）に発表し

7こd
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Summary 

In Japan, night soil still constitutes the principal 

part of fertilizer, and almost all farmers manure 

the vegetable with it. Consequently those who 

eat raw vegetables are easily infected with Ascaris 

lum必γicoides.

We have found in preliminary experiments that 

carbon disulfide can kill ascaris eggs in night soil. 

Accordingly we tcarried out五eldwork of ascaris 

prevention in rural districts, mixing night soil 

stored in the fields with carbon disulfide. 

The results were as follows: the increase rate 

of ascaris eggs carriers among investigated in・

habitants was 15.% during 5 months, whereas it 

was 47タ'6in control district. 

From this the mixing night soil with carbon dis-

sulfide was proved as one of the most effective 

and practical methods for the prevention of ascaris 

infection in rural districts in Japan. 




